
学生の教育研究に重大な支障が！

授業料免除枠の拡大（国立大学法人運営費交付金）

教育研究基盤強化（国立大学法人運営費交付金）

その他にも学生に直接的・間接的に関係する以下の経費が要望枠で計上され

 
ており、これらが獲得できなかった場合は学生の教育研究の質の向上や環境

 
改善に大きな支障が生じる

・国立大学施設整備費補助金

・特別研究員事業（ポストドクター）

施設の耐震化を推進し、安全で環境に優しい教育研究を確保するための経費（５１億円）

修士課程修了者等で優れた研究能力を有する者が主体的に研究に専念するための支援経費

 （６４億円）

免除率及び免除者数の拡大を図るため

 増額分を含めた全額を要望

 （２５４億円）

世界最先端の教育研究、メディカル・イ

 ノベーションを担う大学附属病院の機能

 強化、きめ細かな学生支援等を図るた

 めの経費を要望（６３０億円）

授業料免除分の国の補填がなくな

 るため、授業料免除ができなくなる。

教育研究の基盤的経費の財源確

 保が困難となる。

学生・保護者の経済的負担の拡大

教育研究の質の低下、病院機能

 の低下、教育研究環境の低下
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